


















平成 23 年 9 片 15 日





















































取り上げられる A→B の「書き換えj 事象を通して，単にA と B 両者の機械的な操作能力を求めるの
ではなく，両者の微妙な意味的ニュアンスを汲むことは，学習者の言語感覚を磨く上でも重要である
とし， filï樹生の視点階層J (Closeness Empathy Hiera回hy) (1)を提案して，学習者が A， B 両者の
微妙な意味の差を理解する上で，有効であることを示した.
(1) Closeness Empathy Hierarchy: The closer the syntacticlsemantic distance is 
between the speaker and the participant(s) of an event or state described 
by the sentence, the easier it is for the speaker to empathize with the 
participant(s) . 
また，機能的概念や情報構造上の原則を活用して，英語の様々な構文，例えば関係詞節構文，














(2) Objectif.cation Condition: The passive construction is well-formed ifits subject 





語指導の必要性を示唆した.第 3 の関係節構文については， Kuno(976)の主題制約 (Thematic
Constraint) (3)を援用し，




起分布を統一的に説明した.残りの 3 つの構文 (there 構文， that 節構文，空所化構文)についても，
いずれも機能的・認知的観点に立った分析により，以下の制約・条件が提案された.





(砂補文標識 that の使用条件: 補文標識 that は，知覚処理上の困難相愛昧さを避け
る場合，あるいは意味上，既定性を意図する場合に用いられなければな
らない.
(ω 空所化構文に対する知覚処理上の制約: 空所化構文においては， 3 つ(または
それ以上)の残余要素が現れてはならない.
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意識を重視する、新たな教育的文法モデルの構築を試みたもので、全編 5 章から成る D
第 1 章は序論であり、学習指導要領をはじめとする現在の英語教育が抱える問題の所在と
性質を明らかにするとともに、従来の学校英文法体系を批判的に再検討して、新たに求めら
れる教育文法の姿を考察している。
第 2 章では、コミュニケーションと文法の距離を縮める言語分析的観点として、機能的構
文論を取り上げて、そこにおける重要概念のうち、主題・題述、情報構造・焦点、話者の視
点、特徴づけ、などを新たな教育文法の構築のために再構成し、中心となるストラテジーと
して「近接性の視点階層」を提案している。これにより、従来の学校文法で取り上げられて
いた文法的書き換え対象となる統語現象に言語学的な意義づけができることを明らかにして
いる。
第 3 章では、従来は主として統語的観点から分析されてきた受動文、知覚動詞文、関係節
構造、存在文、 that 補文と補文化子の出没現象、空所化文を、機能的・認知的視点から再分
析し、これらの文法現象の聞に有機的な関連があることを示している。これは、前章で提案
した「近接性の視点階層」ストラテジーが広範囲に有効であることを示しており、文法にお
ける具体的な項目選択と配列に関する原理の 1 つを示したものとして興味深い。
第 4 章では、新たな教育英文法を支える観点として、学習者が母語を意識する過程の重要
性を論じている。これは、近年、社会的な話題にもなっている小学校における外国語活動の
抱える諸課題につての提言になっている点で、多くの示唆を含む考察となっている。
第 5 章は、結論と今後の展望を述べている。
以上要するに、本論文は、言語研究の機能的視点と認知的視点に立って統語現象を再分析
して、コミュニケーション能力の育成に向けた教育文法の有効性を論じたもので、言語学お
よび言語教育学と情報科学との境界領域の進展に寄与するところが少なくない。
よって、本論文は博士(学術)ω学位論文として合格と認める。
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